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式　　典

お祝いの秋田大黒舞を舞う吉田三民謡教室の方々

雲
一
つ
な
い
秋
空
の
晴
れ
わ
た
っ
た

十
一
月
一
日
、
頃
末
小
学
校
講
堂
で
、

町
制
四
十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。早

い
も
の
で
、
町
制
が
昭
和
十
五
年

二
月
十
一
日
に
施
行
さ
れ
て
、
今
年
で

丁
度
四
十
年
～
会
場
に
は
区
長
さ
ん
な

ど
町
発
展
に
尽
力
を
つ
く
さ
れ
た
万
々

百
五
十
名
程
が
集
ま
り
、
記
念
式
典
な

ど
行
い
、
町
制
四
十
周
年
を
共
々
に
祝

い
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
伊
藤
町
長
か
ら

「
町
制
四
十
周
年
を
契
機
に
議
会
と
共

々
ケ
人
間
尊
重
″
を
基
本
原
則
と
し
た

都
市
実
現
の
た
め
、
今
後
と
も
全
力
を

傾
注
し
て
い
き
ま
す
」
と
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
三
原
代
議
士
、
谷
北
九
州
市

長
な
ど
か
ら
ヶ
町
民
の
英
知
と
ご
努
力

で
す
ば
ら
し
い
、
郷
土
水
巻
を
築
き
あ

げ
て
欲
し
い
″
今
北
九
州
市
と
水
巻
は

一
体
で
す
。
共
に
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に

向
っ
て
ガ
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
″
等
々
の

祝
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
日
ま
で
町
発
展
に
寄
与

さ
れ
て
き
た
方
々
に
感
謝
状
が
送
ら
れ

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

町
の
今
日
ま
で
の
歩
み
を
2
ペ
ー
ジ

以
下
に
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
き

い
。
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遠賀川提肋から梅本・高松団地を豊む

水
巻
町
は
、
昭
和
1
5
年
2
月
1
1
日
に

町
制
を
施
行
し
、
今
年
で
四
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
の
四
十
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
。

特
に
本
町
の
都
市
形
成
を
大
き
く
変

え
た
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
あ
り
ま

す
が
、
本
町
人
口
の
約
8
割
が
石
炭
産

業
に
な
ん
ら
か
の
形
で
関
係
す
る
住
民

で
占
め
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を

思
え
ば
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
六
年
三
月
日
本
炭
鉱
が
全

面
閉
山
し
た
後
、
新
し
い
都
市
像
を
求

め
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
以

来
今
日
ま
で
こ
れ
を
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

石
炭
の
町
か
ら
脱
皮
す
る
た
め
、
特

に
緊
急
に
し
て
重
要
な
課
題
と
し
て
、

住
宅
整
備
、
学
校
教
育
施
設
の
整
備
、

鉱
害
復
旧
事
業
、
道
路
橋
梁
河
川
の
整

備
等
、
大
型
投
資
を
必
要
と
す
る
諸
事

業
が
山
積
し
て
い
ま
し
た
が
、
御
陰
で

そ
の
大
方
を
達
成
し
今
日
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
思
え
ば
感
無
量
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
一
重
に
皆
様
方
の
温
い
御
支
援

と
御
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
町
が
め
ざ
し
て
い
る
「
生
活
優
先
」

「
人
間
尊
重
」
を
基
本
原
則
と
し
た
都

市
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
庁
舎
改
築
、
体
育
館
、

中
央
公
民
館
等
文
化
施
設
の
充
実
、
上

下
水
道
施
設
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
確
立
の
た
め
の
諸
施
策
、
産
業
振
興

施
策
等
、
「
石
炭
の
町
か
ら
脱
皮
」
と

い
う
緊
急
課
題
解
決
の
た
め
遅
れ
て
い

る
諸
問
題
で
あ
り
ま
す
。

本
町
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
り
う

け
た
影
響
は
、
極
め
て
深
刻
で
あ
り
こ

れ
ら
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
財

政
的
な
問
題
等
多
難
な
面
も
あ
り
ま

が
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
町

制
施
行
四
十
周
年
を
契
機
と
し
て
議
会

と
も
ど
も
全
力
を
傾
注
し
た
い
と
覚
悟

を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
多
大
な
御
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が

ど
う
ぞ
、
旧
に
倍
し
て
御
支
援
、
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
致
し

ま
し
て
私
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

水
巻
町
が
町
政
を
施
行
し
て
こ
こ
に

四
十
周
年
を
迎
え
町
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
心
よ
り
お
喜
び
し
た
い
と
患
い
ま
す

光
陰
矢
の
如
し
と
申
し
ま
す
が
去
る

昭
和
四
十
五
年
多
彩
な
行
事
の
下
に
三

十
周
年
記
念
が
実
施
さ
れ
て
こ
こ
に
十

年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
が
つ
い
昨
日

の
よ
う
な
感
が
致
し
ま
す
。
し
か
し
こ

の
歳
月
が
水
巻
町
の
苦
難
な
道
で
あ
っ

た
し
街
造
り
の
基
礎
を
き
ず
い
た
年
月

で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
四
十

六
年
、
町
内
唯
一
の
企
業
で
あ
り
ま
し

た
日
本
炭
題
が
閉
山
し
多
く
の
失
業
者

を
始
め
計
り
知
れ
な
い
爪
跡
を
残
し
ま

し
た
。し

か
し
町
は
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御

協
力
の
下
に
先
ず
住
宅
環
境
整
備
と
し

て
住
宅
改
艮
事
業
に
取
組
み
昭
和
四
十

三
年
度
よ
り
吉
田
団
地
を
始
め
鯉
口
団

地
、
高
松
団
地
と
改
良
が
進
み
本
年
度

を
以
て
完
了
が
予
定
さ
れ
そ
の
数
一
千

数
百
戸
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
尚
、
小

学
校
、
中
学
校
の
新
設
改
築
が
全
面
的

に
実
施
さ
れ
教
育
環
境
も
整
備
さ
れ
、

日
本
住
宅
公
団
に
よ
る
梅
木
団
地
の
新

設
県
営
住
宅
の
建
設
等
町
の
様
相
を
一

変
さ
せ
る
に
至
り
ま
し
た
。

や
が
て
迎
え
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
五

十
周
年
、
町
は
こ
の
向
う
十
ヶ
年
い
か

な
る
施
策
を
以
て
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
す
る
か
、
ま
さ
に
偽
政
者
の
素
価

が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
遅

々
と
し
て
進
ま
な
い
鉱
害
復
旧
の
促
進

中
央
公
民
館
及
び
庁
舎
の
建
設
、
ポ
タ

山
開
発
、
道
路
及
び
交
通
網
の
整
備
、

体
育
施
設
の
充
実
等
沢
山
の
事
業
が
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
率
い
に
し
て
過
疎

法
の
適
用
も
き
ま
り
、
更
に
産
振
法
も

将
米
問
題
を
残
す
に
し
て
も
単
純
延
長

の
結
論
が
出
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
財
政

的
に
は
か
な
り
き
び
し
い
実
情
で
あ
り

ま
す
が
こ
の
早
期
実
現
に
向
っ
て
全
力

を
つ
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
本
町
の
施
策
で
は
荒
削
り
の

批
判
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。
住
民
の
個

々
の
立
場
に
立
っ
て
き
め
細
か
い
配
慮

が
よ
り
必
要
で
あ
っ
て
そ
の
有
機
的
結

合
が
住
み
よ
い
街
造
り
の
基
本
で
あ
る

と
信
じ
町
民
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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町制施行40周年記念表彰

記念表彰をうける消防関係者たち

武
居
友
敏
　
富
田
サ
カ
エ

。
国
定
資
産
評
価
審
査
委
員

白
石
陽
逸

。
農
業
委
員
会
委
員

副
田
寿
一

。
消
防
団
関
係

川
島
弘
　
石
塚
定
雄
　
中
原
敏
夫

永
沢
信
夫
　
山
本
正
敏
　
森
田
正

歴
代
町
長

初
代
矢
野
俊
次
　
Ｓ
？
2
～
Ｓ
聖
1
0

2
代
大
貝
五
十
三
　
Ｓ
聖
1
0
～
Ｓ
聖
4

3
代
　
西
尾
　
司
　
Ｓ
聖
5
～
Ｓ
竺
1

4
代
伊
藤
衛
門
　
Ｓ
聖
2
～

町
は
町
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

九
月
議
会
に
表
彰
条
例
の
臨
時
特
例
案

件
を
討
議
し
て
、
二
十
八
人
の
記
念
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
日
炭
閉
山
後
苦
節
十

年
を
迎
え
、
町
の
構
造
改
善
も
ひ
と
区

切
り
つ
い
た
と
こ
ろ
、
苦
難
を
と
も
に

し
て
も
ら
っ
た
住
民
各
位
へ
の
感
謝
の

気
持
を
こ
め
て
、
こ
の
日
の
表
彰
と
な

り
ま
し
た
。

表
彰
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

特
別
表
彰

。
歴
代
町
長
　
大
貝
五
十
三

。
歴
代
議
会
議
長

豊
沢
潔
　
中
村
芳
房
　
雫
川
正
確

森
田
保
男
　
川
添
定
継
　
江
藤
二
正

高
橋
次
生

。
最
高
年
令
者
　
大
根
キ
ヌ
ヨ

。
最
高
令
夫
婦
　
大
根
貞
人
、
キ
ヌ
ヨ

一
般
表
彰

。
歴
代
議
会
副
議
長

原
田
富
穂
　
石
塚
章

。
議
会
議
員

小
柳
重
年
　
久
保
田
勝
馬
　
加
納
弘

苫
田
喬
　
占
部
裕
子

。
教
育
委
員
会
委
員

歴
代
町
議
会
議
長

・
　
大
貝
五
十
三
　
Ｓ
2
1
・
ュ
0
～
Ｓ
2
1
・
川

・
　
豊
沢
　
溜
Ｓ
聖
ュ
1
～
Ｓ
聖
4

初
代
中
村
芳
摺
Ｓ
誓
5
～
Ｓ
2
4
・
1
2

2
代
石
塚
治
壮
Ｓ
聖
5
～
Ｓ
讐
4

3
代
粟
川
正
雄
　
Ｓ
響
5
～
Ｓ
㌘
9

4
代
西
尾
　
司
Ｓ
誓
1
0
～
Ｓ
聖
4

5
代
巣
浦
嗜
此
古
Ｓ
聖
5
～
Ｓ
聖
4

6
代
森
田
　
保
男

7
代
　
栗
川
　
正
雄

8
代
　
入
江
　
誠

9
代
果
川
　
正
雄

1
0
代
　
入
江
　
誠

日
代
川
添
定
継

1
2
代
打
涼
．
諒

1
3
代
高
橋
次
生

Ｓ
聖
5
～
Ｓ
讐
4

Ｓ
讐
5
～
Ｓ
ヂ
4

Ｓ
ヂ
5
～
Ｓ
聖
2

Ｓ
で
3
～
Ｓ
4
6
・
4

Ｓ
竺
5
～
Ｓ
聖
3

Ｓ
聖
3
～
Ｓ
聖
1
0

Ｓ
聖
1
2
～
Ｓ
誓
4

Ｓ
竺
5
～

※
初
代
と
は
地
方
自
治
法
の
開
始
か
ら
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「
水
巻
」
と
い
う

地
名
で
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
2
2
年
市
町
村
制

に
よ
り
吉
田
、
上
二

下
二
、
伊
左
座
、
立

屋
敷
、
頃
末
、
机
、

古
賀
、
猪
熊
の
9
ケ

村
を
合
併
し
て
「
水

巻
村
」
と
し
た
時
か

ら
始
ま
ま
す
。

そ
の
村
名
選
択
理

由
に
「
新
村
名
水
巻

村
と
附
す
る
の
も
の

は
、
そ
の
者
此
地
方

を
水
巻
の
庄
（
御
牧

の
圧
と
も
あ
り
）
と

唱
え
Ｌ
に
よ
る
」
と

あ
り
、
史
実
に
よ
る

考
証
が
払
わ
れ
て
い

ま
す
。水

巻
の
庄
、
あ
る

い
は
御
牧
の
圧
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ

は
っ
き
り
し
た
文
献
に
接
し
な
い
が
、

他
に
水
巻
の
語
源
を
求
む
る
と
、
元
和

5
年
（
1
6
1
9
年
）
黒
田
長
政
が
、

立
屋
敷
の
「
水
巻
大
明
神
」
に
参
拝
さ

れ
た
こ
と
が
藩
記
に
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
今
の
立
屋
敷
の

堤
防
に
あ
る
2
本
の
老
銀
杏
の
あ
る
所

が
、
小
高
い
丘
陵
を
な
し
て
い
て
「
水

巻
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
実
証

さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
太
古
か
ら
の
遠
賀
川
の
流

れ
が
、
河
口
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
響
灘

か
ら
の
西
北
の
蚕
節
風
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て
、
微
妙
な
影
響
を
受
け
つ
つ
砂
丘
を

形
成
し
、
入
海
の
形
が
徐
々
に
沖
積
土

に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、
今
日
の
遠
賀
平

野
を
つ
く
り
あ
げ
た
こ
と
は
、
こ
の
地

帯
に
広
が
る
貝
塚
や
古
墳
の
所
在
や
海

に
関
係
の
多
い
、
地
名
を
見
て
も
わ
か

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
永
い
地
勢
の

変
貌
が
あ
る
時
は
文
字
通
り
水
の
渦
巻

で
音

立屋敷のイ　チョ　ウの本

町教育委員会では、大いちょうが県の天然記念物に
指定されたことを契機に由来標示板など設置し、水巻
町の文化財を大切にしています。

また、この慶大いちょうの木の外さくもやり直して
います。町民みんなで、水巻町の文化遺産を後世まで
大切に残していきましょう。

く
、
水
巻
の
里
で
あ
っ
た
こ
と
も
容
易

に
想
像
で
き
ま
す
。

昭
和
1
5
年
の
夏
、
立
屋
敷
河
畔
の
遺

跡
が
発
掘
さ
れ
、
弥
生
式
時
代
後
期
に

既
に
我
が
国
に
稲
作
を
伴
う
農
耕
集
落

が
あ
っ
た
こ
と
を
証
拠
づ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
（
延
善
式
9
2
7
年
）
に
誌
さ

れ
て
い
る
島
門
の
渡
は
、
太
宰
府
へ
の

官
道
と
し
て
属
2
3
頚
を
有
し
、
重
要
な

駅
館
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が

今
直
ち
に
そ
の
所
在
が
何
れ
で
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
の
研
究
は
未
だ
十
分
で
な

い
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
の
典
雅
な
大

宮
人
の
姿
を
遠
賀
川
の
河
口
に
描
き
出

す
こ
と
は
、
水
巻
の
古
（
い
に
し
え
）

を
誇
る
歴
史
の
一
貢
で
あ
り
ま
す
。

中
世
以
後
、
遠
賀
河
口
の
支
配
者
山

鹿
兵
藤
次
秀
遠
賀
山
鹿
に
城
を
構
え
、

（
1
0
2
3
年
）
中
家
の
終
末
と
共
に

減
亡
し
、
そ
の
後
麻
生
鎮
里
に
か
わ
る

と
共
に
、
古
賀
豊
前
岳
に
端
城
を
築
い

た

こ

と

は

、

天

正

1

5

年

　

（

1

5

8

6
）
の
豊
臣
秀
吉
の
麻
生
次
郎
左
衛
門

尉
へ
の
書
状
で
も
明
ら
か
で
、
当
時
の

水
巻
が
こ
れ
ら
の
支
配
者
の
も
と
に
あ

っ
た
こ
と
を
容
易
に
想
像
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

近
世
秀
吉
以
来
、
幾
度
か
の
検
地
に

ょ
っ
て
、
水
田
の
開
発
が
な
さ
れ
、
耕

地
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
今
日
の
村
落

を
形
造
る
先
祖
の
移
住
を
迎
え
た
こ
と

が
古
文
献
、
口
碑
等
に
よ
っ
て
わ
か
り

ま
す
。
し
か
し
本
格
的
な
農
村
と
し
て

の
姿
は
、
堀
川
開
通
（
1
7
6
1
）
に

よ
っ
て
、
豊
富
な
潅
漑
用
水
の
恩
恵
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う

こ
の
間
藩
政
に
よ
る
郡
奉
行
、
触
、
庄

屋
等
幾
度
か
の
行
政
上
の
支
配
の
変
遷

は
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
の
軍
政
は
郡

役
所
が
置
か
れ
、
大
小
区
制
の
も
と
に

保
長
、
戸
長
の
組
織
が
敷
か
れ
、
や
が

て
明
治
2
2
年
に
9
カ
村
が
合
併
し
て

今
日
の
水
巻
村
と
し
て
出
発
を
見
た
の

声

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
水
巻
は
純
農
村
と

て
、
し
ば
ら
く
牧
歌
的
な
水
郷
の
農
村

と
し
て
の
存
在
を
つ
づ
け
た
が
、
明
治

維
新
前
後
か
ら
豊
富
な
石
炭
鉱
脈
の
発

掘
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
農
産
物
の
村
か

ら
、
鉱
業
生
産
を
伴
う
村
と
し
て
の
通

を
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。
即
ち
芋
掘
り

薪
炭
代
用
の
石
炭
が
、
日
本
の
新
興
国

と
し
て
発
足
と
共
に
、
漸
次
大
資
本
の

注
入
に
よ
っ
て
本
格
的
に
能
率
的
に
機

械
化
さ
れ
、
近
代
化
さ
れ
、
出
炭
量
は

年
々
上
昇
し
た
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど

日
本
が
農
業
経
営
国
か
ら
工
業
国
へ
脱

皮
し
た
に
も
似
て
、
わ
が
水
巻
も
草
深

い
農
村
か
ら
石
炭
産
業
界
の
龍
児
と
し

て
発
展
し
、
昭
和
1
5
年
（
1
9
4
0

）
2
月
1
1
日
町
制
を
施
行
し
水
巻
町
が

誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昭
和
3
5
年
（
1
9
6
0
）

の
人
口
3
5
0
0
0
人
を
ピ
ー
ク
に
石

炭
産
業
の
全
盛
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
り

昭
和
舶
9
年
の
㈱
日
本
炭
鉱
閉
山
を
契
機

に
当
町
は
大
き
く
か
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。今

は
、
北
九
州
経
済
圏
に
隣
接
し
た

特
性
を
活
か
し
、
勤
労
者
の
文
化
住
宅

都
市
と
し
て
大
き
く
躍
進
し
て
い
ま

す
。

坑内夫の石像
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昭和49年

50

51

52

都市計画用途地域決定

住宅公団梅ノ木田地建設開始

都市計画道路決定

水巻南中学校新築移転、鯉口団地建設開始

県営住宅おかの台建設開始

猪熊グランド完成

町身障者福祉センター開設、一部事務組合

（7施設）を遠賀、中間広域行政事務組合に

吉田グランド完成、遠賀川河口堰完成

人　　　　　口　（国勢調査）

年　 度 世 帯 数 人　 口 年　 度 世 帯 数 人　 口

大 正 9 年 不 明

〃

〃

〃

5，3 3 6

7，6 3 6 昭 和 40 年 7，5 6 7 3 0，9 3 5

1 4 5，8 0 0 4 5 7 ，3 0 5 2 6，9 7 7

昭 和 5 年 9，3 1 1 5 0 7 ，2 2 8 2 4，3 7 7

1 0 1 2，2 1 4 5 1 7 ，2 6 3 2 4 ，4 1 4

1 5 2 4，7 4 0 5 2 7 ，5 2 6 2 5，2 0 9

2 0 4 ．2 2 3 2 0，4 9 2 5 3 7 ，8 0 5 2 5 ，7 7 2

2 5 6，5 5 0 3 1，3 8 6 5 4 8 ，1 0 9 2 6 ，5 0 8

3 0

3 5

6 ，5 0 2

7，6 2 8

3 2，2 4 5

3 4，9 2 7

5 5 8 ，4 2 6 2 7 ，1 4 3

※51年～55年は住民基本台帳数

当初予算と一人当りの予算
年 度 予　　 算 （千 円） 一 人 当 りの予 算 （円 ）

2 0 2 9 6 1 4

2 5 5 8 ，5 1 8 1 ，8 6 4

3 0 1 0 4 ，4 5 8 3 ，2 3 9

3 5 1 7 4 ，14 3 4 ，9 8 5

4 0 2 7 5 ，9 0 3 8 ，9 1 8

4 5　 ノ 1，0 6 4 ，8 94 3 9 ，4 7 4

5 0 3 ，7 2 7 ，7 2 3 1 5 2 ，9 1 9

5 1 4 ，1 9 5 ，78 4 1 7 1 ，8 5 9

5 2 4 ，6 5 4 ，33 6 1 8 4 ，6 2 9

5 3 5 ，0 7 8 ，74 3 1 9 8 ，8 9 3

5 4 5 ，2 8 7 ，8 0 2 2 0 3 ，1 2 6

5 5 4 ，8 2 4 ，0 7 5 18 0 ，1 90

で　　　き　　　ご　　　と

廃藩置県　人口645人

机小学校創立

立屋敷、上二、吉田小学校創立

上記3校を廃止し、下二尋常小学校設立

鹿児島本線開通

水巻村制施行

遠賀川大洪水（水巻－・帯浸水）

匡Ｉ道開通

高松炭砿開坑

遠賀川橋完成、水巻消防組結成

噴未分校設立

水巻郵便局開局（吉田）

立屋敷遺跡、名和洋一郎により発見

水巻村役場、頃末に新築され立屋敷から移転

日本炭砿設立（三好砿業を買収）

頃未郵便局開局

水巻町制施行、頃末小学校焼失

都市計画区域決定

水巻農業会設立

役場焼失　　カケゾ

水巻中学校創立

水巻町農業協同組合設立

自治体水巻警察軍設置、水巻町公民館設置

役場庁舎新築、若松市営バス乗入

水巻町教育委員会発足

町立水巻高等学校開校、町営住宅建設開始

遠賀川洪水

遠賀信用金庫設立

猪熊小学校創立、町民会館落成

樋口郵便局開局

水巻南中学校創立

公民館結婚式発足（500組）

町立第一保育所開設

国鉄水巻駅開業、新国道3号線開通

母子寮開設、町水道事業開始

町立第二保育所開設

日炭第一鉱業所閉鎖、若松へ移動

吉田改良住宅建設開始

学習等供用施設、第三保育所開設

日本炭砿閉山

マスタープラン決定

動労青少年体育センター建設

老人憩の宮建設、高松改良住宅建設開始

下一二′卜声校を吉田、伊左座′巨学校に分離新設
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写　真　廟明治・大正・昭和初期軸

′“昭和20年代′“
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文
化
　
の
　
日

華
行
者
、
功
労
者
な
ど
表
彰

今
年
は
町
制
四
十
周
年
の
式
典
と
合

わ
せ
て
、
町
行
政
に
対
す
る
功
労
者
、

協
力
者
な
ど
四
十
一
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。表

彰
者
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

町
長
表
彰

○
善
行
者

中
川
国
吉
、
田
中
豊

○
永
年
勤
続

山
崎
富
士
雄
、
松
本
大
次
郎
、
豊
沢

麟
児
、
山
下
高
史
、
宮
崎
秋
生
、
安

田
修
治
、
藤
本
安
男
、
安
永
安
夫
、

浅
沼
政
次
、
荒
巻
和
明
、
出
利
葉
博

徳
島
忠
、
真
鍋
敏
美
、
吉
田
紀
男
、

古
野
雅
康
、
江
藤
喜
美
雄
、
荒
田
和

子
、
隈
井
啓
子

○
町
政
功
労
者
　
松
崎
為
郎

教
育
委
員
会
表
彰

○
永
年
勤
続

田
中
綾
子
、
白
石
カ
ル
ミ
、
柿
内
博

○
社
会
教
育
功
労
者

羽
田
野
勝
美
、
富
松
静
夫
、
下
田
寅

雄
、
熊
鰐
正
患
、
真
鍋
敏
美

○
学
校
教
育
協
力
者

山
賀
康
博
、
小
田
憲
一
、
古
岡
秀
人

安
部
判
次

社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

0
社
会
福
祉
特
別
功
労
者

山
本
憲
昭
、
岡
田
次
雄
、
藤
井
清
子

矢
野
識

○
社
会
福
祉
協
助
者

石
塚
啓
二
、
船
津
マ
キ
工
、
岡
直
剛

前
田
ジ
ユ
カ

見
物
人
を
魅
了
し
た
展
示
会

（社会福祉協議会の表彰をうける山本さん）

菊
の
か
お
り
が
た
だ
よ
う
秋
空
の
も

と
十
一
月
三
日
の
「
文
化
の
日
」
を
中

心
に
恒
例
の
文
化
の
祭
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。会

場
と
な
っ
た
町
民
会
館
に
は
、
各

自
慢
の
菊
、
生
花
、
盆
栽
、
水
墨
画
、

書
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
特
に
町
制
四
十
周
年
の
お

祝
い
と
重
な
っ
て
、
会
場
と
な
っ
た
町

民
会
館
に
は
多
種
、
多
芸
な
作
品
が
沢

山
な
ら
ぴ
、
お
と
ず
れ
た
人
を
魅
了
し

ま
し
た
。

ま
た
、
俳
句
、
短
歌
の
会
で
は
、
句

会
を
開
き
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

ろ
う
し
合
い
、
会
員
の
親
ぱ
く
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

句
会
の
数
句
を
紹
介
し
ま
す
。

短
　
歌
　
会

大
会
賞
　
　
机
　
　
苫
田
照
子

白
樺
を
映
し
て
碧
き
高
原
の
湖
水
の
遠

ち
は
夕
霧
の
立
つ

水
巻
町
長
賞
　
上
二
　
山
崎
き
よ

野
は
な
べ
て
徳
を
も
つ
草
の
祭
り
か
や

や
が
て
の
霜
に
素
枯
る
る
ま
で
を

町
議
会
議
長
賞
　
み
ず
ほ
団
地

古
賀
山
ナ
ツ

っ
ぎ
つ
ぎ
に
寄
る
波
し
ろ
き
大
島
の
漁

ど
る
舟
に
揺
る
る
秋
の
腸

教
育
委
員
会
賞
　
机
　
岩
井
な
ら
え

税
金
を
納
め
了
へ
た
る
帰
り
み
ち
黄
菊

の
鉢
植
ひ
さ
び
さ
に
買
ふ

毎
日
新
聞
社
裳
　
苫
田
　
浅
井
フ
ミ

タ
募
る
垣
根
に
匂
ふ
木
犀
に
道
ゆ
く
人

ら
足
と
め
て
嗅
ぐ

西
日
本
新
聞
社
賞
　
八
幡
西

柴
田
光
囲

往
き
還
り
し
て
木
に
渡
す
糸
長
し
蜘
蛛

の
囲
み
に
秋
は
き
ら
め
く

俳
　
句
　
会

特
　
選

町
長
賞
　
立
屋
敷
　
清
水
や
す
み

待
つ
ほ
ど
に
無
月
の
庭
の
う
す
明
り

（
し
ず
か
に
詠
っ
て
い
る
沈
潜
し
た
句
）

議
長
賞
　
み
ず
ほ
団
地
　
小
園
末
子

老
の
愚
痴
聞
い
て
や
り
つ
つ
柿
を
む
く

（
人
間
味
の
あ
る
平
明
な
句
）

教
育
長
賞
　
中
間
市
　
長
田
礼
二
郎

磨
ぎ
汁
を
月
夜
へ
流
し
廃
礪
区

（
前
向
き
に
明
日
へ
の
生
活
を
詠
っ
て

い
る
）

商
工
会
長
賞
　
新
生
街
　
山
下
品
石

嶋
囁
い
て
裏
山
の
空
抜
け
て
を
り

（
〝
空
抜
け
て
を
り
″
が
千
金
の
裏
山

の
重
み
を
な
し
て
い
る
〕

俳
句
会
長
賞
　
下
二
　
　
田
申
博
幸

コ
ス
モ
ス
や
遊
学
の
子
に
米
送
る

（
コ
ス
モ
ス
の
や
さ
し
さ
が
新
米
を
送

っ
て
い
る
心
に
通
ふ
）

本
　
選

下
二
　
柳
語
千
賀
子

稔
り
田
の
窓
よ
り
は
な
れ
ろ
く
ろ
蹴
る

吉
田
　
副
田
寿
一

秋
灯
下
ロ
シ
ャ
滅
ぶ
の
単
行
本

長
谷
社
宅
　
内
田
圭
風

口
開
け
て
歯
型
と
ら
る
る
秋
灯
下

頃
末
　
渡
辺
照
子

朝
寒
や
単
を
駐
め
て
二
た
三
言

樋
口
　
三
好
み
つ
子

あ
ら
縫
ひ
の
形
見
と
な
り
し
秋
袷

佳
　
作
・



肌用Ｉｌ…

樋
口
　
野
中
鳳
生

満
天
の
星
座
組
み
終
え
露
光
る

新
生
街
　
平
川
紫
峰

秋
草
に
鞄
あ
ず
け
て
句
碑
拝
す

古
賀
　
酉
鳥
羽
香
華

親
鸞
の
仏
蹟
訪
ね
妻
の
秋

頃
末
　
宮
崎
と
し
子

野
放
し
に
積
ま
る
る
廃
車
虫
名
残
り

高
松
団
地
　
城
久
ゆ
き

柿
熟
れ
て
海
山
澄
め
る
壱
岐
の
島

吉
田
　
白
石
禎
輔

草
紅
葉
い
つ
と
は
な
し
に
旅
の
つ
れ

1ｍ酬冊Ⅲ刷ⅢⅢⅢⅢｌⅢ…ｌ酬………ⅢⅢ…Ⅲｌ　昭和55年11月10日

大
人
顔
負
け
の
作
品
が
ズ
ラ
リ

～
第
1
9
回
青
少
年
競
「
喜
大
会
～

十
月
十
九
日
、
頃
末
小
学
校
で
小
中

学
生
の
競
書
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

書
を
通
し
て
青
少
年
の
情
操
豊
か
な

人
間
形
成
を
深
め
、
健
全
な
育
成
を
目

的
と
し
、
今
年
も
各
地
区
か
ら
多
数
の

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
教
室
に
は
、

普
段
活
発
な
生
徒
も
、
こ
の
目
は
落
着

い
て
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
次
の
生
徒
が
特
選
作
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

小
学
1
年

ク

　

2

年

〃

　

3

年

ク

　

4

年

〃

　

5

年

ク

　

6

年

中
学
1
年

や
ま
べ
　
く
に
こ

き
た
の
　
や
す
よ

ふ
じ
き
き
し
げ
る

新
値
　
亜
紀

染
原
亜
希
子

国
武
　
能
成

松
井
　
律
子

ク
　
2
年
　
国
武
　
意
智

ク
　
3
年
　
曽
根
　
邦
子

審

査

長

県
美
術
協
会
正
会
員

松
　
井
　
奇
　
松

全
体
の
作
品
が
実
力
伯
仲
で
、
優
劣

を
つ
け
る
の
に
苦
労
し
た
。
と
く
に
特

選
の
作
品
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ

た
。
地
域
書
道
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
知

っ
た
。今

後
の
ご
発
展
を
祈
る
。

タ
バ
コ
は
町
内
で

貢
い
ま
し
ょ
う

福
岡
県
最
低
賃
金
改
正

福
岡
県
（
地
域
）
最
低
賃
金
が
左
記

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
す
べ
て
の
事
業
場
で
は
、
1
1

月
8
日
か
ら
こ
の
最
低
賃
金
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆

勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

最

低

賃

金

額

　

1

日

　

2

7

2

0

円

1

時

間

　

3

4

1

円

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
（
1
0
産
業
）

は
、
現
在
審
議
中
で
近
く
改
正
さ
れ
る

予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
八
幡
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
。女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

同
好
会
誕
生

こ
の
た
び
、
水
巻
町
内
で
1
0
月
1
0
日

の
体
育
の
日
を
記
念
し
、
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
吉
田
三
チ
ー
ム
を
最

初
に
、
頃
末
、
上
二
、
お
か
の
台
、
伊

左
座
校
区
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
他
の
地
区
も
現
在
、
会
員
集
め

に
努
力
し
て
い
ま
す
。
愛
好
者
が
他
に

も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
教
育
委
員
会
（
胤

2
0
1
－
0
4
0
3
）
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

又
、
各
地
区
参
加
の
水
巻
町
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
も
結
成
さ
れ
て
お
．

り
ま
す
。
町
と
し
て
も
社
会
教
育
の
一

環
と
し
て
側
面
よ
り
助
言
、
指
導
を
し
　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
1
1
月
1
6
日

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
吉
田
球
場
で
、
1
0
時
よ
り
開
催
し
ま
す

そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
結
成
記
念
　
　
多
数
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
の
更
生
保
護
の
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す

身
体
に
不
自
由
な
方
及
び
そ
の
家
族

の
万
で
、
ご
心
配
・
ご
相
談
が
あ
る
場

合
は
、
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

町
内
の
身
体
障
害
者
相
談
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
精
神
薄
弱
者
相
談
員

小
川
潔
水
－
高
松
団
地
2
0
棟
1
～
1

（

禽

2

0

2

・

2

0

1

0

）

○
身
体
障
害
者
相
談
員

吉
田
敬
治
－
吉
田
身
障
者
セ
ン
タ
ー

内

（

曾

2

0

1

・

2

0

9

8

）

内
野
末
治
－
樋
口
赤
水
（
曾
2
0
1

・
8
0
7
0
）

小
包
郵
便
料
金
の
変
更

1
0
月
1
日
か
ら
小
包
料
金
が
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
。

十
一
月
に
な
る
と
寒
く
な
り
、
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ

と
や
、
「
慣
」
か
ら
く
る
「
つ
い
、
う

っ
か
り
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
火
事
に

結
び
つ
き
ま
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
危
険
が
な
い

か
見
直
し
て
、
身
近
か
な
火
災
危
険
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
の
吸
殻
は
確
実
に
後
始
末
を

小
さ
な
火
を
軽
く
見
て
い
ま
せ
ん
か

小
さ
く
て
も
た
ば
こ
の
温
度
は
約
七

百
度
も
あ
り
ま
す
。
灰
皿
に
水
を
入
れ

て
、
確
実
に
消
す
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

普

通

小

包

℡量
あて地 ｌｋ9 まで 2 ｋ9まで 3 ｋ9 まで 4 ｋｇまで 5 ｋｇまで 6 ｋｇまで

第 1

地 帯

市　 内 4（泊円 460円 520円 58 0円 640円 70 0円

その 他 5（Ｘ） 580 6 60 74 0 8 20 90 0

第　 2　 地　 帯 650 73 0 8 10 8 90 9 70 1，050

第　 3　 地　 帯 800 88 0 9 60 1，04 0 1，12 0 1，2（氾

書
籍
小
包

重量
あて地

25旬まで 500ｇまで 1 ｋ9 まで 1．5と9蚊 2 ｋ9まで

全　 図　 均　 一 200 円 25 0円 300 円 35 0 円 400 円

長さ、幅及び厚さの合計が
1ｍを超える郵便物

重量による料金に、その半鰍 こ相当する額 を加えた額



昭和55年11月10日冊冊馴酬肋刷酬測刷捕酬川川皿Ⅲ川　広鞠ｄ紗瑚協陀墾（－0）

者
を
調
査
し
て
い
ま
す

（昨年の成人式から）

氏名の間違いや移動もれの

かたは教育委員会まで

町教育委員会では来年1月15日に行われる

至　成人式に該当する新成人の調査を行っていま

す。

新成人に該当するのは、昭和35年4月2日

から昭和36年4月1日までに生まれた万で、

該当者を11月1日現在の選挙人名簿によって

調査しています。これ以降の転入などで、名

緒にのっていない人、または氏名の間違いの

ある人は、教育委員会事務局または居住地区

の公民館長に申し出られますようお願いしま

す。
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Ⅲ側抑

立
屋
敷

倉
原
元
、
山
根
つ
や
子
、
中
村
明
子
、

田
中
豊
彦
、
入
江
三
治
、
入
江
公
子

伊
左
座

日
高
信
子
、
白
石
博
昭
、
永
沼
和
美
、

小
林
信
子
、
下
屋
敷
一
人

み
ず
ほ

池
等
美
智
子
、
小
野
浩
美
、
今
別
府
勝

比
呂
、
今
別
府
由
里
子
、
宮
本
敏
枝
、

中
村
大
輔
、
植
木
貞
事
、
山
田
雪
江
、

溝
口
真
二
、
池
迫
英
憲
、
松
丸
正
史
、

小
川
環
、
松
尾
彰
、
真
角
ル
リ
子
、
荒

木
ま
ゆ
み
、
川
越
進
一
、
松
野
克
己
、

田
中
賢
一
、
小
野
忠
男
、
大
田
篤
孝
、

中
村
慎
二
、
岩
下
和
子
、
柴
田
弘
子
、

岩
下
淑
子
、
片
野
坂
浩
子
、
片
野
坂
恭

子
、
木
公
毅
志
、
石
川
孝
二

上
二

中
村
真
二
、
河
村
直
樹
、
船
津
正
樹
、

大
野
昇
、
中
村
り
か
、
原
田
芳
彦
、
多

田
野
み
き
を
、
小
林
幸
子
、
勝
原
三
吾

勝
原
智
子
、
右
田
安
子
、
中
島
雅
敏
、

野
津
春
草
、
井
原
喜
代
、
石
田
一
美
、

高
野
清
次
、
行
正
慎
吾
、
濱
田
久
美
子

加
島
篤
、
村
田
孝
人
、
山
口
直
美
、
藤

崎
え
り
子
、
伊
藤
伸
一
郎
、
黒
川
敏
明

稜
野
浩
之
、
森
昭
人

二
町
住

角
和
隆
、
竹
内
洋
子
、
山
口
世
津
子
、

兵
頭
美
雄
、
宮
原
節
子
、
石
川
直
子
、

白
石
真
実

下
二

感
田
敬
子
、
丸
山
斉
二
、
高
田
浩
、
三

好
洋
子
、
清
水
紀
子
、
豊
沢
弘
美
、
岩

永
浩
利
、
森
北
昇
、
七
熊
聖
彦
、
山
田

理
恵下

二
町
住

登
鴫
ひ
さ
子
、
行
正
直
美
、
田
坂
英
之

加．ｒ

≡
ｌ
ｌ
】
■
≡
一
ｌ
■
ｌ
≡
－
1
■
■
≡
ご
＿
■
≡
－
1
■
■
－
≡
－
■
■
≡
1
－
■
■
≡
－
－
■
■
‘

皆
越
貴
子
、
中
村
英
子
、
官
本
喜
久
恵

古
海
正
治
、
林
幸
子

入
江
興
産

後
藤
直
幸
、
川
部
豊
美

青
田
団
地

矢
羽
田
ト
ミ
子
、
具
志
恒
浩
、
杉
本
博

美
、
小
原
恵
一
、
川
脇
盛
男
、
中
村
マ

ス
ミ
、
松
本
は
つ
み
、
山
野
の
り
子
、

伊
勢
畠
信
行
、
秋
山
か
す
み
、
伊
勢
律

子
、
西
山
淳
一
、
田
上
友
広
、
佐
々
野

邦
明
、
佐
々
木
浩
二
、
永
田
恵
一
、
森

一
重
、
平
山
千
代
乃
、
福
田
康
、
邸
内

京
子
、
坂
本
み
ね
子
、
坂
田
連
結
、
要

田
和
幸
、
木
下
富
士
美
、
中
林
正
樹
、

黒
木
龍
二
、
野
元
浩
一
、
小
橋
智
子
、

竹
口
利
香
子
、
石
松
敦
、
川
原
幹
治
、

津
田
美
津
子
、
藤
村
京
子
、
末
吉
孝
二

植
松
千
代
、
平
野
政
広
、
佐
々
木
克
枝

和
田
悦
雄
、
平
石
富
美
、
吾
森
和
彦
、

代
財
美
穂
、
宋
宗
利
雄
、
岡
田
潜
、
川

上
久
美
子
、
中
川
康
代
、
川
焔
悦
子
、

西
村
隆
、
末
永
美
佐

吉
田
1
一

林
田
薫
、
野
添
知
也
、
池
永
清
治
、
中

野
信
二
、
上
坂
元
加
淳
子
、
山
上
均
、

仲
村
由
香
里
、
川
上
敏
子
、
大
瀬
美
智

代
、
中
村
美
幸
、
新
藤
徳
之
、
川
内
仁

白
石
博
仁
、
村
上
博
之
、
佐
々
木
恭
子

小
副
川
浩
子
、
清
水
康
弘
、
福
原
さ
と

み
、
楠
元
由
美
、
石
山
秀
一
、
友
原
伸

一
、
福
沢
き
み
代
、
宮
崎
隆
宏

吉
田
－
二

松
崎
政
男
、
白
石
幸
広
、
白
石
啓
二
、

福
山
祐
子
、
木
村
由
紀
、
古
賀
英
昭
、

小
野
利
志
春
、
梅
川
忠
幸
、
皇
甫
準
二

厳
朋
、
王
恵
美

青
田
1
三

古
川
利
一
、
国
分
蘭
子
、
藤
崎
恵
美
子

坂
尾
和
弘
、
官
本
久
昭
、
永
松
正
記
、

黒
川
光
二
、
内
村
明
美
、
城
野
一
歳
、

橋
本
ゆ
み
、
井
上
博
幸
、
野
崎
真
二
、

谷
口
誠
、
藤
崎
孝
範
、
塚
本
良
正
、
坂

尾
登
志
治
、
土
井
本
章
浩
、
山
賀
裕
司

近
藤
夕
子
、
広
渡
正
子
、
滝
本
隆
志
、

柿
内
一
枝
、
文
谷
政
子
、
安
藤
和
義
、

坂
本
裕
二
、
大
坪
妙
子
、
渡
辺
智
恵
、

安
永
敵
意
、
劉
通
子

葵
吉
野

渡
辺
美
沿
、
安
永
浩
子
、
富
久
曜
輝
、

福
田
治
郎
、
平
戸
敬
子
、
真
木
英
典
、

河
内
邦
夫
、
大
嶋
勝
徳
、
奥
和
博
、
佐

々
木
博
、
石
江
英
実

鯉
口
団
地

鶴
留
哲
次
郎
、
古
市
美
鶴
、
山
永
繁
、

平
川
詩
子
、
岡
田
則
行
、
丸
山
広
高
、

満
田
幸
枝
、
平
林
律
子
、
有
田
久
徳
、

田
中
正
二
宮
崎
国
男

頃
末
南
北
区

平
城
淳
子
、
木
原
浩
、
坂
井
ま
ゆ
み
、

（

平
元
里
美
、
石
松
雅
義
、
江
野
秀
幸
、

鷺
田
干
登
勢
、
中
尾
み
ど
り
、
軍
永
浩

二
佐
藤
直
美
、
竹
本
佳
代
、
渡
辺
澄

男
、
前
田
和
江
、
柿
原
潜
信
、
小
川
博

俊
、
簡
番
里
美
、
米
谷
敦
子
、
北
川
圭

子
、
熊
野
純
子
、
川
井
祐
子
、
松
村
有

希
子
、
福
山
広
毅
、
高
橋
恭
二
、
行
徳

正
彦
、
小
林
雅
浩
、
汐
川
恵
美
、
大
場

薫
、
石
田
由
美
子
、
橋
本
和
義
、
佐
藤

春
夫
、
砂
川
栄
子
、
大
城
芝
子
、
住
吉

徳
之
、
森
田
武
司
、
渡
辺
彰
子
、
橋
口

明
美
、
須
木
美
智
江
、
中
村
真
砂
美
、

山
浦
立
身
、
花
田
優
子
、
富
原
秀
明
、

橋
本
房
美
、
浜
崎
昭
、
松
本
福
一
、
高

橋
恭
二
、
藤
田
義
徳
、
坂
田
浩
子
、
柿

山
賢
次
、
工
藤
理
晴
、
岡
野
美
紀
、
松

岡
陽
子
、
花
田
昭
二
、
岡
本
龍
也
、
朝

倉
秀
美
、
有
田
真
澄
、
丁
加
代
子

三
社
区

時
韓
み
ち
は
、
幸
所
健
治
、
渚
上
勢
一

脇
田
秀
文
、
岩
崎
寿
子

帆
渡
辺
保
美
、
永
松
孝
次
、
山
本
正
和
、

古
賀
　
川
崎
智
子
、
富
谷
淳
治
、
日

比
生
秀
美
、
福
山
明
広
、
白
土
理
恵
、

村
上
文
代
、
内
海
純
子
、
泉
美
子
、
矢

壁
信
子
、
木
原
敬
子

ｌ
　
新
生
街

梅
元
久
美
子
、
野
田
静
枝
、
鈴
木
勝
子

梅
ノ
木
団
地

小
田
歌
子
、
原
閏
誠
子
、
橋
本
房
美

古
賀
区

小
池
典
子
、
内
堀
泰
之
、
山
口
俊
子
、

竹
本
幸
子
、
友
永
成
彦
、
尾
崎
さ
と
み

村
村
国
雄
、
松
岡
徹
、
阿
古
祐
美
、
服

部
信
幸
、
事
村
広
実
、
高
村
俊
彦
、
奥

公
子
、
小
島
義
富
、
山
崎
萬

梅
ノ
木
区

三
輪
啓
一
、
池
田
幸
仁
、
長
崎
敏
郎
、

未
川
好
子
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当
惑
激
適
地

∬
本
凰
草

書
村
弘
美
、

三
浦
信
博
、

桑
村
千
秋
、

、
一
1
．
・
、
題
ｆ
ｔ
．
．
′
、
・
・
．
、
．
1

内
藤
寿
真
野
一
荒
牧
智
恵

原
口
和
久
、
川
原
洋
子
、

千
秋
勉
、
吉
田
こ
ず
え
、

吉
岡
修
、
池
田
健
二
、
馬

場
伸
二
、
山
口
順
子
、
熊
谷
芳
江
、
安

永
透
、
福
村
清
恵
、
江
頭
秀
子
、
松
木

一

修
二
長
友
幸
江
、
山
口
孝
信
、
山
下

孝
治
、
加
藤
光
一
、
板
垣
司
、
山
口
堆

祐
、
新
屋
昌
子
、
山
形
秀
明
、
橋
本
聖

子
、
山
崎
悦
子
、
小
川
さ
と
み

樋
口

吉
村
穂
奈
美
、
足
立
裕
義
、
上
月
聡
子

笑
渕
敏
美
、
竹
田
美
鈴
、
小
野
正
文
、

吉
野
美
津
代
、
坂
田
清
顕
、
小
野
昇
一

浅
地
康
弘
、
茨
木
豊
子
、
金
本
結
花
、

努
光
典

猪
熊

井
上
格
、
市
川
睾
世
司
、
正
岡
晋
次
、

原
田
重
稔
、
橋
本
サ
ト
子
、
石
井
祐
正

江
島
猛
士
、
深
水
浩
之
、
佐
々
木
修
、

浜
崎
健
司
、

江
頭
広
志
、

大
貝
浩
子
、

角
田
静
子
、

鴻
上
直
美
、

川
越
信
次
、

水
野
和
幸
、

田
口
日
出
雄
、
今
福
雅
明

岡
部
澄
人
、
母
里
都
久
美

米
満
美
恵
子
、
古
田
知
二

立
石
剛
敦
、
小
河
千
秋
、

毛
利
真
由
美
、
西
田
久
枝

田
中
裕
子
、
樋
口
律
子
、

内
田
浩
幸
、
渡
辺
憂
子

猪
熊
町
住

松
本
実
千
代
、
Ｙ
、
奥
野
雅
人
、
山
崎
艮
孟

冊
お
か
の
轡
、
去
、

神
谷
百
合
子
、
田
野
尻
由
美
子

第
1
回
中
間
・
遠
賀

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
一
回
目
の
朝
日
新
聞
社
杯
争
奪
戦

が
十
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
に
わ

た
っ
て
、
中
間
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
大
会
と
あ
っ
て
、
会
場
と
な
っ
た

中
間
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
に
は
、
中
間

市
五
チ
ー
ム
、
水
巻
町
八
チ
ー
ム
、
岡

垣
町
三
チ
ー
ム
、
芦
屋
町
二
チ
ー
ム
、

そ
れ
に
招
待
の
川
崎
町
一
チ
ー
ム
の
多

数
の
参
加
チ
ー
ム
と
な
り
、
盛
大
な
大

一
娼
票
払
琴
を
ま
毒
し
一

（ｌｌ）広澤ｈ

会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
に
際
し
て
、

添
田
中
間
市
長
か
ら
「
こ
の
大
会
を
通

じ
て
、
中
間
市
と
遠
賀
郡
の
友
好
を
更

に
深
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
各
会
場
で
熱
戦
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
の
方
は
、

多
数
の
応
援
者
が
見
守
る
熱
気
の
中
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
と
も
断
然
水

巻
勢
が
強
く
、
四
パ
ー
ト
と
も
水
巻
チ

ー
ム
が
勝
ち
残
り
水
巻
四
チ
ー
ム
の
決

勝
戦
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
決
勝
戦
は
、
ラ
イ
バ
ル
同
志
の

吉
田
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
伊
左
座

イ
ー
グ
ル
ス
の
大
激
戦
と
な
り
、
三
セ

ッ
ト
内
、
二
セ
ッ
ト
が
延
長
の
末
、
伊

左
座
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

第
八
回
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
月
二
十
六
日
、
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
で
、
今
年
度
最
後
の
試
合
、

教
育
長
旗
争
奪
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
選
手
と
も
最
後
の
学
年
の
総
決
算

と
し
て
の
大
事
な
試
合
－
一
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
応
援
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
だ

し
き
っ
た
悔
の
な
い
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

結
果
の
万
は
、
昨
年
に
ひ
き
続
い
て

伊
左
座
チ
ー
ム
が
吉
田
チ
ー
ム
を
2
対

ｌ
で
ふ
り
き
り
、
教
育
長
旗
を
も
の
に
　
　
他
チ
ー
ム
の
釆
年
度
の
健
斗
を
祈
り

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

梅
ノ
木
老
人
ク
ラ
ブ
善
戦

～
ゲ
　
ー
　
ト

吉

　

田

レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

一一日

ホ
ワ
イ
ト
コ
ン
ド
ル

伊
左
座
イ
ー
グ
ル
ス

机猪
　
的

吉
田
レ
ッ
ド

頃
末
レ
シ
ー
バ
ー
ズ

伊
左
座
5
年

吉
田
5
年

頃
末
5
年

伊
左
座
イ
ー
グ
ル
ス

伊
左
座
コ
ン
ド
ル

吉
田
ホ
ワ
イ
ト

頃
末
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

ポ
ー
ル
　
県
大
会
～

と
練
習
次
第
で
は
上
位
進
出
も
射
程
内

に
あ
る
」
と
早
く
も
来
年
に
向
け
て
闘

志
満
々
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
地
元
は
勿
論
、

猪
熊
な
ど
多
数
の
応
援
者
が
か
け
つ
け

終
始
熱
心
に
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た

友
情
に
は
関
係
者
一
同
感
激
し
ま
し

た
。

県
下
の
郡
市
代
表
四
十
八
チ
ー
ム
が

参
加
し
た
第
二
回
大
会
は
、
十
月
二
日

福
岡
市
平
和
台
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。郡

代
表
と
し
て
出
場
し
た
梅
ノ
木
チ

ー
ム
は
、
一
回
戦
八
女
チ
ー
ム
を
1
2
対

9
で
く
だ
し
、
二
回
戦
に
進
み
ま
し
た

が
、
粕
屋
郡
に
8
対
1
1
で
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
。

公
式
大
会
に
初
出
場
の
梅
ノ
木
新
川

監
督
談
に
よ
れ
ば
、
「
さ
す
が
に
県
大

会
だ
か
ら
い
い
チ
ー
ム
ば
か
り
揃
っ
て

い
た
が
、
ず
ば
ぬ
け
て
強
い
チ
ー
ム
は

思
っ
た
よ
り
少
な
か
っ
た
。
こ
の
分
だ

ご注意を．／

猪熊西側信号

猪
熊
小
学
校
西
側
の
信
号
は
、
い
ま

ま
で
歩
行
者
専
用
信
号
で
し
た
が
、
通

常
（
普
通
）
信
号
に
か
わ
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
道
路
は
通
学
路
で
小
学

生
が
多
数
横
断
し
て
い
ま
す
の
で
、
特

に
ご
注
意
下
さ
い
。
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胃

　

ガ

　

ン

　

検

　

診

こ
の
頃
、
胃
が
も
た
れ
る
、
吐
き
気

が
す
る
。
体
重
が
減
っ
て
き
た
等
々
の

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ン
は
体
中
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
が

男
女
と
も
一
番
多
い
の
が
胃
ガ
ン
で
す

4
0
歳
に
な
っ
た
ら
、
男
女
と
も
、
年

に
1
回
、
必
ず
集
団
検
診
を
定
期
的
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
1
2
月
2
日

′
受
付
け
　
9
時
～
1
0
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
申
込
み
　
1
1
月
1
0
日
よ
り
役
場
衛
生

係
（
定
員
1
0
0
名
）

▼
料
金

。
国
保
被
保
険
者
　
　
5
0
0
円

。
そ
の
他
　
　
　
　
1
4
0
0
円

（
2
7
0
0
円
で
す
が
残
り
は
町
が

負
担
し
ま
す
）

老
　
人
　
検
　
診

▼

日

時

　

1

1

月

2

7

日

2

8

日

1

0

時

～

1

1

時

▼
場
所
　
机
山
荘

▼
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
方

地
価
調
査
の
閲
覧

県
で
は
、
毎
年
七
月
に
土
地
価
格
の

調
査
を
行
い
、
基
準
地
価
格
を
算
出
し

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
閲
覧
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
　
役
場
業
務
の
日
、
時
間

▼
閲
覧
場
所
　
役
場
企
画
係

ウ
グ
イ
ス
の
捕
獲
許
可

今
ま
で
ウ
グ
イ
ス
の
捕
獲
許
可
は
県

知
事
が
許
可
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
法
律
改
正
に
よ
り
環
境
庁
長
官
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
八
幡
農
林

事
務
所
林
務
謀
（
曾
6
9
1
・
0
3
4

3
）
ま
で
聞
合
せ
下
さ
い
。

危
険
物
坂
扱
者
試
験

▼
試
験
日
　
1
2
月
7
日

▼
試
験
地
　
北
九
州
大
学

▼
願
書
受
付
先
及
び
期
間

。
県
消
防
防
災
課
　
1
1
月
1
9
口
∵
－
2
0
日

。
北
九
州
市
消
防
局
　
1
1
月
2
5
日
～
2
6

日

準
備
韻
習
会

▼
講
習
日
　
ｎ
月
2
8
日

▼
講
習
場
所
　
遠
貿
郡
消
防
本
部

▼
受
講
受
付
　
1
1
月
1
0
日
～
2
7
日
　
郡

消
防
本
部
予
防
係
（
奮
0
9
3
2
9

・
3
・
1
2
3
1
）

社
会
通
借
教
育
地
方

受
講
者
研
究
集
会

▼
対
象
者
　
文
部
省
認
定
社
会
通
信
教

育
受
講
者
及
び
今
後
受
講
を
希
望
す

る
人

▼
日
時
　
1
1
月
3
0
日
　
1
0
時
よ
り

▼
会
場
　
赤
坂
公
民
館
（
福
岡
市
中
央

公

民

館

1

赤

坂

2

1

5

1

8

曾

0

9

2

・

7

1

4

・

5

5

2

1

）

▼
課
程
　
速
記
、
毛
糸
、
レ
ー
ス
、
端

物
、
書
道
、
栄
養
、
料
理
、

孔
版

▼
申
込
み
　
当
日
1
0
時
ま
で

心
身
障
害
者
雇
用
の

ラ
ジ
オ
放
送

心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
た

め
、
労
働
省
企
画
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

○
毎
週
日
曜
日
、
ラ
ジ
オ
た
ん
ば

7
時
4
5
分
」
心
身
障
害
者
雇
用
の
広

場
」
－
1
2
月
ま
で
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
感
謝
バ
ザ
ー
ル
～
商
工
会

今
年
も
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
水

巻
町
商
工
会
婦
人
部
主
催
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
特
に
来
年
の
「
国
際
障

害
年
」
の
協
力
参
加
も
か
ね
て
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
益
金
は
社
会
福
祉
事

業
に
寄
贈
し
ま
す
。

▼
日
時
　
1
2
月
1
日
（
月
曜
日
）

1
0
時
か
ら

▼
場
所
　
町
民
会
館

遠
　
賀
　
郡
　
農
　
業
　
祭

ー
▼
日
時
　
1
1
月
2
3
日

9
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
場
所
　
芦
屋
町
町
民
会
館
と
中
央

：
芸
∵
壷
＼
．
了
‥
∵
－

ナ〆■、・．．．．一一

Ｉ＼．
，
・
．
／
ｔ
ヽ
．
′
．
1
／
．
．
．
．
／
ｌ

。
即
売
コ
ー
ナ
ー
植
木
、
苗
木
、
農

産
物
、
農
機
具

。
子
供
コ
ー
ナ
ー
魚
の
つ
か
み
ど
り

可
愛
い
動
物
園

。
演
芸
コ
ー
ナ
ー
、
吹
奏
楽
、
演
芸

会
カ
ラ
オ
ケ
大
会

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
お
に
ぎ

り
、
だ
ん
ご
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
、
お

ろ
し
、
き
な
粉
餅
コ
ー
ナ

そ
の
他
、
ま
だ
展
示
即
売
等
も
行

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
ま
す
。

ｌ一、．．1．、′．．．ｌ．′．、．・＝ヽ．′－・．．．－－

祝
電
は
1
0
日
前
か
ら

予
約
で
き
ま
す

毎
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
家
事
に
忙
し
く

知
人
、
友
人
の
結
婚
式
、
誕
生
日
な
ど

に
祝
電
を
打
つ
の
を
つ
い
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
は
、
便
利
な
配
達
日
指

定
確
報
を
ご
利
用
下
き
い
。

3
日
前
ま
で
に
打
ち
ま
す
と
、
1
5

0
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

公
給
領
収
証
を

受
け
販
り
ま
し
ょ
う

料
理
店
、
パ
ー
な
ど
飲
食
を
し
た
り

旅
館
な
ど
で
宴
会
等
を
し
ま
す
と
そ
の

料
金
に
対
し
、
一
割
の
料
理
飲
食
等
消

費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
す
し
屋
、
ス
ナ
ッ
ク
等
の
飲

食
店
、
そ
の
他
こ
れ
に
模
す
る
場
所
で

の
一
人
一
回
の
飲
食
料
金
が
二
千
円
を

超
え
る
と
き
に
も
同
じ
く
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

店
で
は
、
飲
食
等
の
料
金
と
一
緒
に

税
相
当
額
を
顔
り
、
お
客
さ
ん
に
は
納

税
し
た
証
拠
と
し
て
公
給
領
収
証
を
渡

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
正
確

に
納
入
さ
れ
る
た
め
に
も
必
ず
受
け
取

っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
飲
食
料
金
が
免
税
点
以
下
の

場
合
は
公
給
領
収
証
は
お
渡
し
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
特
に
必
要
な
場
合
は
請
求

さ
れ
れ
ば
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。～　お　　礼～

返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

接した0ご冥福をお祈りします。

鎌周キヨエ殿
前田・次雄殿
村尾　和美殿
堂渾トナエ殿
工藤　稔光殿
東川アキ子殿

故鎌田　萬弥殿
故前田　ハル殿
散村尾　初恵殿
故豊渾　セン殿
故工藤　栄子殿
故東川　末雄殿

，高松団地
机

貰望め同軸
口

下
鯉口団地
告　田　二

あ　な　た　の　役　場　で　す　　電話（201）4321番


